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マイストーリーを書いてみよう！
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① なぜその商品やサービスをつくることにしたのか

② 商品やサービス販売までに、どういう苦労・失敗があったのかを必ず入れる

③ そこからどのように回復していったのか

④ 今と今後の夢

※信頼が無い段階は特に大事

※沈んだ部分を入れることで共感を生む

自分自身、もしくは会社のストーリーは、自分では「大したことはない」とか

「こんなの当たり前で、特に書くことはない」と思いがちです。

しかし、第三者が聞くと、感動したり、驚くようなストーリーなこともあるものです。

恥ずかしさは置いておいて、書いてみてください。

他社と差別化できる

ストーリーが人の気持ちに残りやすい

↓

メディア掲載に繋がる

なぜストーリーを伝えた方がよいのか？

同じ商品やサービスだとしても、その人にしかない唯一無二の情報

↓

人の心を動かすようなストーリーはメディアも応援したい

共感が生まれる

思わず取り上げられたくなるストーリー

＜４つのチェックポイント！＞
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